
 第３年＊組  工業（原動機）学習指導案 

指導者 県立勝田工業高等学校 教諭 鈴木健介      

 

１ 単元名     内燃機関 

２ 単元の目標   熱力学の基礎及び内燃機関の原理について取り扱い，内燃機関に関

する知識と技術を習得させ，実際に活用できる力を養う。 

 

３ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

内燃機関の種類と分

類を概観でき，適切

な利用方法を探究し

ようとする。 

 

 

 

 

往復動機関の作動原

理と，それがどのよ

うに理論熱効率に影

響しているか考察し

考えを表現できる。 

設備機械で扱うボン

ベなど圧力容器など

にも注目し，その容

器内のガスの状態変

化を定性的・定量的

に把握できる。 

熱機関のサイクルと 

熱効率の関係性を把

握しながら，往復動

機関の運転と性能に

関する様々な損失な

どを考慮し変化に伴

う内容を理解できる 

 

４ 単元について 

（１）教材観 

原動機の内燃機関においては，熱力学の基礎から機械的仕事との関係性を取り上げ

機械における熱の与える影響，さらに熱損失エネルギーに対しての考えなど身近にあ

るものを事例として取り上げ理解できるようにする。 

 

（２）生徒の実態  

２年次に原動機１を履修している生徒が多い。エネルギーの利用と変換，流体機械

について基礎的な知識を身に付けている。（確認テスト実施） 

 

（３）指導観 

   実習でボイラーの運転をさせ，熱と圧力との関連性や熱損失について理解し，容器

に及ぼす圧力の影響を運転時に計器類で測定する。このような実践を通して思考力を

高め，判断し，考えを表現できるように指導を行うことで，理論と実践を身に付けら

れるようにする。 

 

 

 

。 

， 



 

５ 指導と評価の計画（５時間扱い） 

次 時 学習内容 学習活動 
評価の観点 

評価規準 評価方法 
関 思 技 知 

１ 

 

 

１ 内燃機関の分類と

利用 

熱エネルギー

を機械的仕事

に変換できる

ことを理解す

る。 

◎   〇 概観した内燃機関の適切

な活用法を意欲的に探究

しようとしている。 

行動観察 

２ 

 

 

 

 

 

１ 温度と熱量 熱に関する現

象を数量的に

扱う方法を考

える。 

 〇   熱に関する現象を客観的

に捉え考察し，表現して

いる。 

小テスト 

２ 

本

時 

熱エネルギーと仕

事 

内燃機関の原

理を模型を見

ながら理解し

て，問いを解

く 

〇 ◎   内燃機関の原理を理解し

熱エネルギーと仕事の関

係性を探究している。 

行動観察 

３ 理想気体の状態変

化 

ボイル・シャ

ルルの法則に

ついて理解し

公式を使用し

て問いを解

く。 

  ◎  理想気体についての状態

変化について，公式を用

いて導き出せる。 

小テスト 

４ 

 

熱機関のサイクル 熱を仕事に変

換する条件や

サイクル・熱

効率について

理解する。 

〇  〇 ◎ 加えた熱エネルギーを仕

事に変換する条件を探究

し，熱効率について考え

を表現し理解できる。 

ワークシ

ート 

 

６ 本時の指導 

（１）目標 

  ・熱力学の第 1法則について理解する。 

・内部エネルギーや気体の膨張について事象を理解する。 

・温度変化による熱量や仕事量を計算により導ける。 

  



（２）準備 

木片，作業用グローブ，アルコールランプ，電卓，教科書，ノート，プリント，ピ

ストンの模型 

（３）展開 

過程 学習内容・学習活動 指導の留意点と評価 

導入 

10分 

・摩擦によって（木片）熱が発生

することを理解する。 

・熱エネルギーがどのように機械

に活用されているか確認する。 

 

 

・作業用グローブを着用して，木片を

擦り，触らせて熱を感じさせる。 

・熱を利用する産業や施設について質

問しながら話をすることで，熱エネ

ルギーがどのように機械で活用され

ているか気付くように説明をする。 

展開 

30分 

・熱力学に関する構造については

図を用いてノートに説明を記述

する。 

 

 

 

 

・模型を見ながら説明を聴き，式

の物理的な意味について理解す

る。 

 

・例題２と問題３の問題文を記入

してから問題に取り組む。この

とき，式の意味することを考え

ながら問題を解く。 

 

・気体の膨張による仕事量の変化

について模型を見ながら説明を

聴く。 

・例題３と問４の問題を記入して

から問題に取り組む。 

 

 

 

・教科書の図を参考にして，熱力学に

関する構造についてまとめるように

伝える。 

・各生徒のノートの記述を見て理解度

を測る。 

・エネルギーの変換について説明する

（熱力学の第１法則） 

・内部エネルギーについては，ピスト

ンの模型を使い説明し，仕事（動力

に変化する様子をシュミレーション

して公式を導く。 

・ノートと教科書を使い例題２，問３

に取り組むように伝える。その際に

例題２で示した式がなぜ必要なのか

問いかける。 

・机間指導をして，状況を確認する。 

・気体の膨張による仕事量の変化につ

いてピストンの模型を使い説明する 

・ノートと教科書を使い例題３と問４

を解くように伝える。 

・解説では，①や②ついても説明す

る。 

① 圧力一定による膨張 

② 圧力変化による膨張 

・机間指導を行い，進度を確認する。 

。 

） 

， 

。 



まとめ 

10分 

・プリントの問いを解く。また，

式の意味や熱と仕事の関係性に

ついて分かったことを記述する 

 

・プリントを配付して振り返りを行う 

・機械工作や機械設計で扱うボンベな

どの圧力容器容器などにも注目させ

その容器内のガスの状態変化を定性

的，定量的に把握できるように説明

をする。 

・式の物理的な意味を理解して，熱と

仕事の関係性について考えることが

できた。 

【思考力・判断力・表現力】 

 

。 

。 

， 


